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★町の人口★人口10 ,208 (+11）男4,825（一6）女5, 383 (+ 17）世帯合計3,395(-25) 62年3月末日現在）内は前月との比較です 

5 月iiぎ日ッy20旧 

【春の交通安全運動】 

ぐズ】言，脅そIこ痴』や冬春織じ雄なPた4 月18日 （土）上野小学校 

、」1の運動場で田知警察署交通課指導係の婦警さごんにより 

”浸猫姿、教堂躯が開かれましt ~～編鞭鷲w 

4 月9日に新しく小学校の仲間に加わった1年生も 

まじえて全校生徒が、横断歩道での渡り方、いろいろ 

な交通標識の説明などを熱心に聞いていました。 

'‘毎年増え続ける交通事故Zノ” 子供たちも勿論ですが 

それ以上に大人のドライバー1 人ひとりが交通ルール 

を守ることが必要です。 



、 v ノ 、乙J 

vーー良くなかった 

（来年はくるかこないかわからない） 

【陶器まつりに来てどのように感じましたか】 

赤池町議会議員決まる 
4 月21日（火）に告示された赤池町議会議員一般選挙は、同日午前 

8時30分から受付けが始まり、午後5時までに18人が届出を終了 

しました。 赤池町の議会議員の定数は18議席、このため選挙なし 

の無投票により届出た18人（表）が当選となりました。 

なお順位は届出の順です。 

届出順位 氏 名 住 所 

1 安永 栄一 赤池町大字上野574番地の2 

2 木月 睦夫 1, 大字赤池1106番地 

3 日高 進 大字市場130り番地 

4 香月 雅之 ,, 大字上野2500番地 

5 木月 繁美 ク 大字赤池432番地 

6 水永 康雄 ,, 大字市場882番地の1 

7 小松 春義 ク 大字上野3854番地 

8 竹沢 和雄 ク 大字赤池64番地の1 

9 小松 篤生 I, 大字上野3829番地の1 

10 辰己 昇 1, 大字赤池905番地 

11 高林 篤 ク 大字市場639番地 

12 早麻 豊 ,, 大字赤池248番地の3 

13 小松 保 大字上野3617番地の10 

14 平元 光年 ク 大字上野3617番地の6 

15 山下 次男 ,, 大字赤池389番地 

16 大島 勇夫 I, 大字赤池353番地 

17 小松 利道 I, 大字赤池399番地の105 

18 池田 兼善 ,, 大字赤池618番地の9 

今
、
上
野
焼
を
外
か
ら
見
る
 

飯塚市近辺 

20 人 

行橋市近辺 

20 人 

四
月
十
七
日
、
十
八
日
、
十
 

九
日
と
三
日
間
に
わ
た
り
『
上
 

野
焼
陶
器
ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
今
年
は
三
日
間
と
も
 

春
め
い
た
絶
好
の
行
楽
日
和
り
 

に
恵
ま
れ
、
客
足
が
期
待
さ
れ
 

ま
し
た
が
、
結
果
は
昨
年
よ
り
 

約
千
四
百
人
程
少
な
い
九
千
七
 

百
四
十
人
。
 

今
『
上
野
焼
』
に
求
め
ら
れ
 

て
い
る
も
の
は
何
か
？
・
ア
ン
ケ
 

ー
ト
の
結
果
に
よ
り
考
え
て
い
 

き
ま
す
。
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【どこから来ましたか】 

(515人に聞きました） 

) 
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も
つ
と
身
近
で
、
安
い
も
の
を
 

上
野
焼
は
本
当
に
『
高
い
』
か
 

来
て
良
か
っ
た
と
い
う
人
が
全
体
の
 

九
割
強
。
こ
の
結
果
が
毎
年
続
い
て
い
 

け
ば
、
客
足
が
増
え
続
け
る
こ
と
は
間
 

違
い
な
い
の
で
す
が
、
良
く
な
か
っ
た
 

八
パ
ー
セ
ン
ト
の
少
数
意
見
の
中
の
多
 

く
は
「
高
い
」
で
し
た
。
そ
れ
も
 
「ま 

つ
り
」
だ
か
ら
二
割
引
な
ん
て
ケ
チ
な
 

事
を
言
わ
ず
四
割
引
く
ら
い
に
し
ろ
と
 

か
他
の
陶
器
市
と
の
比
較
を
し
 
「
品
物
 

は
良
い
と
思
う
が
、
こ
の
値
段
で
は
手
 

も
足
も
出
な
い
」
又
、
「
駐
車
場
が
せ
ま
 

い
」
「
ま
つ
り
な
の
だ
か
ら
窯
元
を
何
力
 

所
か
に
集
め
て
み
た
ら
ど
う
か
」
「
も
う
 

少
し
身
近
な
生
活
用
品
で
、
手
頃
な
値
 

段
で
買
え
る
も
の
を
」
「
交
通
の
便
が
悪
 

い
」
「
道
幅
が
せ
ま
い
」
な
ど
ノ
I
、
こ
の
 

少
数
意
見
の
中
に
、
陶
器
ま
つ
り
を
考
 

え
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
 

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も
大
多
数
の
 

人
が
 
「
サ
ー
ビ
ス
が
良
い
」
「
店
の
人
が
 

親
切
」
「
こ
の
住
み
良
い
環
境
の
中
で
毎
 

年
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
「
本
当
に
楽
し
か
 

っ
た
、
来
年
ま
た
来
ま
す
」
 
と
い
う
激
 

励
の
言
葉
を
添
え
て
い
ま
し
た
。
欲
し
 

い
も
の
は
い
っ
ぱ
い
、
で
も
お
金
の
事
 

を
考
え
る
と
や
っ
ぱ
り
手
が
出
な
い
。
 

こ
れ
が
現
状
の
よ
う
で
す
。
 

宣伝は行き届いているか？ 

北九州市、福岡市両市近辺を合わせると全 

体の60'fーセント近くなり、それに田川市郡 

直方市近辺をプラスすると、福岡県内から約 

85'fーセントの人たちが『陶器まつり』に来 

ていることになります。この結果、PRは、あ 

る程度いき届いていると考えるのは早計でし 

ょうか？ 
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、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
 

ノ
 

（
濠
人
が
答
え
て
く
れ
ま
し
た
、
 

】 【買った金額は 

買
っ
た
物
は
 

「
安
く
て
良
い
も
の
」
 

買
っ
た
金
額
の
内
分
け
を
見
る
と
、
 

一
万
円
以
下
と
い
う
の
が
全
体
の
六
十
 

ー
パ
ー
セ
ン
ト
、
又
、
五
万
円
以
下
と
 

な
る
と
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
ま
す
。
 

五
万
円
以
上
と
な
る
と
全
体
の
約
一
 

割
『
安
く
て
良
い
も
の
』
こ
れ
が
求
め
 

ら
れ
る
上
野
焼
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
 

も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
上
 

野
焼
だ
け
に
限
ら
な
い
の
で
す
が
…
。
 

、
 

【赤池町に住んでみたいと息いますか】 

正
直
言
っ
て
こ
の
結
果
に
は
ガ
ッ
ク
 

リ
と
き
ま
し
た
。
で
も
赤
池
町
を
知
ら
 

な
い
人
た
ち
ば
か
り
で
す
か
ら
過
半
数
 

を
越
え
た
こ
と
だ
け
で
良
か
っ
た
と
言
 

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

書
き
た
く
は
な
い
で
す
け
ど
「
い
い
 

え
」
と
書
い
た
人
の
意
見
は
、
「
良
い
所
 

と
は
思
う
が
交
通
の
便
が
悪
い
」
が
ト
 

ッ
プ
、
順
に
 
「
自
分
が
今
住
ん
で
い
る
 

所
と
同
じ
環
境
だ
か
ら
、
わ
が
町
が
一
 

番
」
「
住
み
た
い
と
は
思
わ
な
い
」
 
と
ハ
 

ッ
キ
リ
書
い
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
 

今
後
、
赤
池
町
が
、
他
の
市
町
村
の
 

人
か
ら
、
住
ん
で
み
た
い
な
あ
と
思
わ
 

せ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
進
 

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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春の行政相談週間一10日～16日（総務庁） 憲法週間 1日～7日（法務省、最高裁判所） 
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▲違法駐車車両に取り付ける 

ステッ力ー 

第I 期 基本計画 
・J 

基本方針 

◆計画期間ノS 61年度～S65年度 

0 テーマノ「出合いとふれあいと安らぎの場の創造」人口フレーム／10,200人 

讐
一
次
赤
池
町
 

総
合
計
画
 

駐車違反には 

厳しい措置が 

とられますグ 

ー〇ごみの自家処理、再利用法について 

の知識の普及をはかる。 

〇可燃性ごみの週2回収集、ステーシ 

ョン方式についての検討をすすめ、 

収集体制の充実、効率化をはかる。 

ー〇不燃性ごみの埋立地の検討を進める。 

( 1 ）ごみ処理 
I 

主役はわ1ン 
~ 住民の理解と協力をもとに、ごみの 

再利用及び減量対策をすすめるととも 

に、ごみの収集体制の充実をはかり、 

清潔で快適な生活環境を確保する。 

や 

-3 ．環境衛生 ~ 

人口増および生活様式の変化等にょL 

’り、増大し多様化するごみの処理につ~ 

いては収集体制の充実、処理施設の整i 

備拡充をはかる。また、住民に対し自1 

家処理、再利用についての意識の普及l 

に努めいごみの増大の抑制をはかる。 l 

し尿処理については、収集体制の効I 

率化、適正化を促進し、自家処理世帯‘一ー 

に対しては適正な管理の指導を行う。 

1-0下田川処理場の改築を促進する。 

~0し尿の収集運搬業務の見直しを行い 
L 収集運搬作業の効率化をすすめる。 

(2 ）し尿処理 

コミゴニティプラント、簡易浄化槽 

による完全処理を推進するとともに、 

収集処理についても施設および収集運 

搬体制の充実をはかる。 
ー0老朽化した町営住宅の改築、建替お 

よび新規住宅の供給を無理なく計画 

的に進めるため、公営住宅活用計画 

の策定を行う。 

0 県、県住宅供給公社に対し賃貸住宅、 

  分譲住宅の建設促進を要望する。 

〇民間による住宅建設に対しては、良 

一好な開発を行うよう指導する。 

住民の生活様式の変化、高齢化社会 

の進展に応じた居住環境、居住水準の 

向上を進める。特に既存の公営住宅の 

活用をはかる。 

ー〇彦山川、福智川、ため池の清掃活動 

を充実するとともに、これらの土手、 

護岸に花を植える運動を推進する。 

〇保存樹、保存林の設定を進める。 

〇福智山、鷹取山、上野峡は単に町民 

のみではなく、その他の多くの人々 

の憩い、レクリエーションの場とし 

て、多数の人々が訪れる場となって 

  おり、特にこれらの自然環境の保全 

に努める。 

0緑のネットワーク計画に基づき、道 

路、公園、学校等の公共施設の緑化 

ーを推進する。 

4 ．住 宅 

すべての住民が安心して快適に文化 

的生活が送れるよう居住水準および居 

住環境の向上に努める。 

このため、県、県住宅供給公社およ 

び民間資本による住宅の建設を促進す 

るが、産業、自然環境との調和および 

まとまりのある市街地の形成をはかる 

ため、適地への誘導を行う。 

また、町営住宅についても建設を促 

進するが、特に、老朽住宅の建替およ 

び改築を重点とし、計画的に整備を進 

める。 
~ 

本町の良好で豊かな自然環境は住民 

にとってかけがえのない財産であると 

の認識のもとに、その保全と創造をは 

かる。 

-5 ．自然環境 

本町の良好で豊かな自然環境は、住 

民の心にうるおいとやすらぎを与える 

とともにふるさとの象徴となるかけがl 

えのない財産である。このことを充分 i 

に認識し、この恵まれた自然環境を失丁ー 

うことのないよう住宅、産業の開発に 

際しては留意するとともに、河川、池 

沼の美化、緑化事業等を積極的に推進 

し、水と緑の保全に努める。 

ー0自然環境の保全に留意し、人と自然 

の豊かなふれあいの場となる（仮称） 

上野峡自然公園の整備を促進する。 

〇赤池駅前公園を本町の玄関ロとして 

  ふさわしく機能的で魅力ある公園ノ＼ 

の改善を進める。 

〇上野、市場地区において、地区の個 

性を生かし魅力ある児童遊園の設置 

ーを推進する。 

公園緑地は住民の憩いの場、ふれあ 

いの場として欠かすことのできないも 

のであることから、適正配置に配慮し 

積極的に拡大をはかる。 

6 ．公園緑地 

公園緑地は住民の憩いの場、ふれあ 

いの場であるとともに、災害時の避難 

地、緩衝地として重要な役割を果すも 

のである。従って、適正な配置を考慮 

し積極的に拡大をはかっていくものと 

する。特に、不足している児童のため 

の公園および恵まれた自然環境を活用 

する公園の整備を推進する。 

) 

増
え
る
自
動
車
台
数
と
運
転
免
許
人
ロ
 

こ
の
数
と
同
じ
よ
う
に
、
交
通
事
故
は
こ
こ
数
年
 

増
加
し
、
交
通
事
故
死
者
も
五
年
連
続
し
て
九
千
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
o

こ
の
よ
う
な
交
通
事
 

故
の
原
因
の
ー
つ
と
し
て
、
交
通
の
流
れ
を
妨
げ
る
違
法
駐
車
が
あ
り
ま
す
o

ま
た
、
現
在
の
交
 

通
違
反
等
に
対
す
る
罰
金
や
反
則
金
の
額
は
、
最
近
の
物
価
水
準
な
ど
に
比
べ
著
し
く
低
い
た
め
 

違
反
行
為
を
防
止
す
る
機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
o
 

交
通
事
故
を
減
ら
し
、
安
全
な
交
通
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
昨
年
、
道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
 

正
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
o
 

一 
駐
車
違
反
ス
テ
ッ
カ
ー
を
 

1

勝
手
に
は
が
す
と
 

一 

処
罰
さ
れ
ま
す
 

駐
車
違
反
を
し
て
は
ら
れ
た
ス
テ
ッ
 

カ
ー
を
勝
手
に
破
っ
た
り
、
取
り
除
く
 

と
処
罰
（
二
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
 

科
料
）
さ
れ
ま
す
。
 

駐
車
違
反
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
ら
れ
 

た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
車
を
移
動
し
 

最
寄
り
の
警
察
官
に
申
し
出
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
そ
の
 

際
警
察
官
が
は
が
し
ま
す
。
 」

一 

違
法
駐
車
車
両
の
レ
ッ
 

2

カ
ー
移
動
が
活
発
に
行
 

」 

わ
れ
ま
す
 

交
通
の
妨
げ
に
な
り
、
危
険
を
生
じ
 

さ
せ
る
違
法
駐
車
車
両
は
、
速
や
か
に
 

移
動
さ
れ
ま
す
。
移
動
に
つ
い
て
は
、
 

公
安
委
員
会
の
指
定
し
た
公
益
法
人
が
 

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

一

 

シ

罰
金
・
反
則
金
が
引
き
 

〉
、
上
げ
ら
れ
ま
す
 

罰
金
が
二
倍
、
反
則
金
は
約
一
・
五
 

倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
駐
停
 

車
違
反
に
対
す
る
反
則
金
に
つ
い
て
は
 

大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

一 

交
通
反
則
通
告
制
度
 

4
 （
青
切
符
）
の
適
用
範
囲
 

が
拡
大
さ
れ
ま
す
 

交
通
反
則
通
告
制
度
と
は
、
交
通
違
 

反
行
為
の
う
ち
、
比
較
的
軽
い
も
の
（
反
 

則
行
為
と
い
う
）
に
つ
い
て
、
 
一
定
期
 

間
内
に
郵
便
局
や
銀
行
に
定
額
の
反
則
 

金
を
納
め
れ
ば
、
裁
判
所
の
審
判
を
受
 

け
な
い
で
事
件
が
処
理
さ
れ
る
も
の
で
 

す。 

反 則 金 
（普通自動 
車の場合） 

違反 

点数 

駐停車違反 
（駐停車禁 
止場所等） 

12,叩0円 2 点 

駐停車違反 
（駐車禁止 
場所等） 

10,叩0円 1 点 

今
回
の
法
律
改
正
で
、
過
去
一
年
以
 

内
に
反
則
行
為
を
し
て
免
許
停
止
処
分
 

を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
特
定
の
 

反
則
行
為
の
場
合
は
、
交
通
反
則
通
告
 

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
時
速
二
五
キ
ロ
以
上
三
〇
キ
 

ロ
未
満
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
に
つ
い
て
も
 

こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

一 

行
政
処
分
の
基
礎
点
数
 

5

（
違
反
点
数
）
の
一
部
が
 

一 

変
わ
り
ま
す
 

駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）
 

の
違
反
点
数
が
二
点
に
引
き
上
げ
ら
れ
 

ま
す
。
ま
た
、
時
速
二
五
キ
ロ
以
上
三
 

〇
キ
ロ
未
満
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
点
数
が
 

三
点
に
な
り
ま
す
。
 

イ × 

光化学スモッグの原因 

ミ車の排気ガスミ 

車から出る排気ガスー 

わたしたちにどのような影 

響を与えているのでしょう 

か。よく知られているもの 

に光化学オキシダント（光 

化学スモッグ）があります。 

これは、車の排気ガスな 

どに含まれる炭化水素と窒 

素酸化物が紫外線を受けて 

光化学反応を起こし、オゾ 
チ 

ンなどの光化学オキシダン 

トが発生するものです。そ 

して、その濃度が高くなる 

日には、目がチカチカした 

りノドが痛くなるなどの被 

害が報告されています。 

× ノ 

一j 

議会だより 
昭
和
六
十
二
年
第
四
回
四
月
臨
時
町
 

議
会
が
四
月
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

議
案
は
二
件
で
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

⑥
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
 

赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
、
こ
れ
 

を
報
告
し
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。
主
 

な
内
容
と
し
て
は
、
国
鉄
の
民
営
化
に
 

と
も
な
う
固
定
資
産
税
、
特
別
土
地
保
 

有
税
の
経
過
借
置
。
又
新
築
住
宅
の
固
 

定
資
産
税
の
軽
減
措
置
（
床
面
積
臨
市
 

‘
期
2
m

）
な
ど
で
す
。
 

＠
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

※4月号からのつづきです 

昭
和
六
十
二
年
度
産
炭
地
域
開
発
就
 

労
事
業
「
赤
池
総
合
団
地
整
備
工
事
」
 

（
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
四
日
完
成
予
 

定
）
「
瀬
ケ
谷
住
宅
団
地
内
道
路
新
設
工
 

事
及
び
中
尾
ー
小
藤
線
道
路
改
良
舗
装
 

工
事
」
（
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
四
日
完
 

成
予
定
）
「
入
来
ー
高
鶴
線
道
路
改
良
舗
 

装
工
事
」
（
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
四
日
 

完
成
予
定
）
、
昭
和
六
十
二
年
度
特
定
地
 

域
開
発
就
労
事
業
「
徳
市
ー
皿
山
線
道
 

路
舗
装
工
事
一
工
区
」
（
十
月
二
十
日
完
 

成
予
定
）
「
徳
市
ー
皿
山
線
外
一
線
（
原
 

田
ー
松
山
口
線
）
道
路
舗
装
工
事
二
工
 

区
」
（
昭
和
六
十
三
年
二
月
十
四
日
完
成
 

予
定
）
「
先
達
免
ー
貴
船
迫
線
外
三
線
（
 

先
達
免
ー
高
尾
線
中
尾
一
号
線
）
道
路
 

舗
装
工
事
」
（
十
月
二
十
日
完
成
予
定
）
 

「
小
藤
ー
伏
原
線
外
二
線
（
貴
船
迫
ー
 

高
尾
二
号
線
）
道
路
舗
装
工
事
」
（
昭
和
 

六
十
三
年
二
月
十
四
日
完
成
予
定
）
の
 

そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
予
定
価
格
の
金
額
が
 

い
ず
れ
も
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
 

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

沖縄復帰15周年一15日（沖縄開発庁） 春の全国交通安全運動一n日～20日（警察庁、総務庁） 



▲昨年の町民体育祭より 

4 月13日、町民会館で第26回町民体 

育祭実行委員会（実行委員長大島勇夫 

体協会長）が開催され、町内各種団体 

より実行委員が集まり、本年度の計画 

を立て、開催期日を5 月17日に決定致 

しました。 

本年度はテーマを、 さわやか体育祭 

とし、 5 月晴れのもとで、町民がさわ 

やかな心で手をつなぎ合い 「いい汗な 

がし」 地域の親睦を大いに生かしてほ 

しい、の願いを込め今年度は特に本町 

青年団体、蒼い会に若い息吹をさわや 

かな風にのせていただくことによって 

本テーマを決めていただきました。 

内容については4 月30日に決定しま 

すが、第1回委員会では現在のプログ 

ラムをあまり変更せず、公民館対抗リ 

レーをメインにみんなが1日を楽しむ 

プログラムを計画しております。 
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誕
 蕪鱗難鷺曹鱗難鷲蕪舞鷲鷲鷺

町内の社会教育団体が、 4 月に相次いで総会を開催しました。各団体ともメインテーマを 

もち、町内の連携 調和を取りながら地域の活性化をはかるため昭禾ロ62年度が始動しました。 

〇
軟
式
野
球
連
盟
 

〇
 

⑧
 

十
ー
ー
チ
ー
ム
で
開
幕
〇
 

四
月
五
日
、
町
軟
式
野
球
連
盟
が
、
 

川
民
球
場
を
中
心
に
、
前
期
リ
ー
グ
戦
 

ひ
開
幕
し
た
。
 

本
年
度
は
、
ブ
ル
ー
ズ
（
森
田
雅
志
 

代
表
）
が
新
加
入
、
平
均
年
齢
二
十
三
歳
 

c
若
い
チ
ー
ム
、
今
後
期
待
し
た
い
も
 

W
だ。 

噴曾ン 
会長 立花杉夫 

と 
‘こ 
か
く
出
て
来
て
手
を
つ
な
JI
っ
I
 

そ
の
和
を
大
き
く
広
げ
よ
～
つ
 

四
月
七
日
、
町
民
会
館
で
地
区
公
民
 

館
連
合
会
（
立
花
杉
夫
会
長
）
の
昭
和
六
 

十
二
年
度
の
総
会
が
各
地
区
か
ら
九
十
 

名
の
評
議
員
を
集
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

総
会
は
、
猪
口
副
会
長
の
開
会
の
こ
 

と
ば
で
は
じ
ま
り
、
あ
い
さ
つ
の
中
、
 

本
総
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
り
六
十
 

一
年
度
の
テ
ー
マ
 
「
と
に
か
く
出
て
き
 

て
、
手
を
つ
な
ご
う
。
そ
の
和
を
大
き
 

く
広
げ
よ
う
」
 
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
 

来
賓
あ
い
さ
つ
の
中
で
日
野
町
長
に
 

よ
り
身
近
な
町
政
報
告
が
あ
り
、
今
、
 

地
区
公
連
の
お
か
れ
た
立
場
の
重
要
性
 

を
強
調
さ
れ
、
今
後
の
活
動
に
期
待
し
 

た
い
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
議
事
に
入
 

) l 

〕 

連
盟
も
、
本
年
は
全
体
に
若
い
人
の
 

登
録
が
多
く
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
リ
ー
グ
 

戦
を
期
待
で
き
そ
う
だ
。
 

「
一
本
年
度
、
年
令
制
限
を
緩
和
“
 

ジ
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
 

/
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
で
は
、
四
月
十
 

四
日
、
町
民
会
館
で
総
会
を
開
催
し
、
 

本
年
度
の
活
動
計
画
を
決
定
、
四
月
十
 

九
日
よ
り
リ
ー
グ
戦
に
入
り
ま
し
た
。
 

又
、
規
約
の
一
部
改
正
が
あ
り
、
現
 

在
の
三
十
歳
以
上
を
、
二
十
五
歳
以
上
 

に
引
き
下
げ
、
各
地
域
チ
ー
ム
が
編
成
 

の
出
来
や
す
い
方
向
と
な
っ
た
。
（
た
だ
 

し
町
軟
式
野
球
登
録
者
は
三
十
歳
以
上
 

合
わ
せ
て
新
規
登
録
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
体
協
事
務
局
 

地区公連 

り
ま
し
た
。
 

議
事
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
反
省
 

を
ふ
ま
え
な
が
ら
連
合
会
の
指
導
体
制
 

の
強
化
、
き
め
こ
ま
や
か
な
指
導
体
制
 

を
は
じ
め
、
親
が
率
先
し
て
行
う
 
「タ 

ッ
チ
オ
ア
シ
ス
運
動
」
 
の
推
進
な
ど
を
 

決
定
し
閉
会
し
ま
し
た
。
 

. 

一
 

▲
久
し
ぶ
り
に
早
起
き
 

し
て
、
朝
の
散
歩
と
酒
落
 

た
。
緑
の
風
が
快
く
、
ま
 

さ
に
『
薫
風
』
の
表
現
が
 

ピ
ッ
タ
リ
▲
 18 

歩
こ
う
会
 

の
佐
藤
、
資
宗
夫
人
に
会
っ
た
。
原
 

田
さ
ん
、
松
添
夫
妻
に
も
会
っ
た
。
 

昨
日
は
四
丁
目
の
吐
合
さ
ん
、
南
町
 

の
清
原
さ
ん
の
姿
を
見
か
け
た
。
み
 

な
さ
ん
、
は
つ
ら
つ
と
し
て
い
た
▲
 

こ
こ
ろ
に
ゆ
と
り
 

い
い
汗
な
が
そ
う
 

「
心
の
ゆ
と
り
」
を
ス
ポ
ー
ッ
活
動
 

の
中
か
ら
見
い
出
し
、
「
身
心
共
に
健
全
 

な
心
」
 
の
育
成
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
体
育
 

協
会
の
総
会
が
4
月
9
日
、
町
民
会
館
 

で
、
町
内
の
地
域
団
体
、
競
技
団
体
の
 

評
議
員
九
十
人
が
集
ま
り
盛
大
裡
に
本
 

年
度
の
事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算
が
可
 

決
、
決
定
致
し
ま
し
た
。
 

毎
年
、
総
会
の
中
で
議
論
の
焦
点
は
 

地
域
の
公
民
館
活
動
の
中
に
、
ス
ポ
ー
 

ツ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
る
か
、
又
 

体
協
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ど
の
よ
う
な
形
 

で
地
域
に
ぶ
つ
け
る
か
、
な
ど
住
民
に
 

身
近
な
問
題
点
を
、
浮
き
ぼ
り
に
し
な
 

が
ら
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

体
育
協
会
が
一
昨
年
か
ら
の
メ
イ
ン
 

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
 
「
い
い
汗
な
が
 

そ
う
」
町
民
皆
ん
な
が
、
い
つ
で
も
、
 

容
 28
 

1
4
1
0
0

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

う
本
年
度
は
、
九
チ
ー
ム
で
 

×
」 

p
ま
新
か
も
庁
レ
“
部
）
@
 

バ
レ
ー
部
発
足
以
来
、
年
齢
の
高
令
 

化
、
地
域
バ
レ
ー
愛
好
者
の
減
少
で
、
 

地
域
チ
ー
ム
の
数
が
減
り
つ
つ
あ
り
ま
 

し
た
が
、
バ
レ
ー
部
役
員
の
活
発
な
、
 

バ
レ
ー
人
口
の
普
及
対
策
に
あ
た
り
、
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
の
開
設
を
は
じ
め
 

リ
ー
グ
戦
な
ど
、
バ
レ
ー
人
口
の
拡
大
 

を
は
か
っ
た
。
 

そ
の
結
果
、
本
年
度
は
地
域
九
チ
ー
 

ム
の
参
加
が
あ
り
、
今
後
の
婦
人
ス
ポ
 

ー
ツ
の
活
力
を
期
待
し
た
い
。
 

さ
わ
や
か
体
育
祭
 

第
 26 

回
町
民
体
育
祭
 
5月17日

体育協会 

ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
、
こ
ど
も
か
 

ら
お
年
寄
り
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
 

い
い
汗
な
が
し
て
「
明
る
い
町
づ
く
り
」
 

の
中
核
団
体
と
な
り
う
る
こ
と
を
赤
池
 

町
体
協
の
本
年
度
の
指
針
と
し
て
行
く
 

会長 大穂 稔 

町
民
G

の
駐
車
場
に
、
空
缶
が
五
つ
 

転
が
っ
て
い
た
。
無
造
作
に
、
不
自
 

然
に
。
朝
の
す
が
す
が
し
さ
と
は
全
 

く
逆
の
違
和
感
を
感
じ
た
▲
6
時、 

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
片
手
に
、
グ
ラ
ウ
ン
 

ド
周
辺
の
空
缶
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
歩
 

く
お
爺
さ
ん
に
出
合
っ
た
。
 
一瞬、 

「
奇
特
な
人
だ
な
ァ
」
 

。
ゴ
ミ
 

を
捨
て
る
人
、
拾
う
人
、
朝
の
散
歩
 

は
、
い
ろ
ん
な
人
を
紹
介
す
る
。
 

こ
と
を
決
め
閉
会
致
し
ま
し
た
。
 

松
井
さ
ん
（
車
道
）
 

特
別
表
彰
 

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
今
な
お
現
役
テ
 

ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
松
井
一
雄
さ
ん
（
七
 

十
九
才
）
が
体
協
総
会
で
特
別
表
彰
を
 

受
け
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
 

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
 

一
一
十
一
世
紀
へ
 
I
ー

ー

 

翻
ば
た
く
子
供
を
ク
 

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
大
穂
 

稔
会
長
）
総
会
は
、
四
月
十
日
育
成
会
 

員
の
出
席
の
も
と
昨
年
度
の
反
省
を
ふ
 

ま
え
な
が
ら
今
、
子
ど
も
の
子
ど
も
に
 

よ
る
子
ど
も
の
た
め
の
子
ど
も
組
織
が
 

必
要
だ
と
痛
感
、
今
年
度
は
自
主
的
な
 

子
ど
も
の
組
織
づ
く
り
と
地
域
子
ど
も
 

会
活
動
の
活
性
化
を
重
点
目
標
に
事
業
 

の
推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。
 

し
あ
わ
せ
は
 

み
ん
な
の
ね
が
い
 

こ
れ
ま
で
、
こ
の
欄
で
は
 
「
同
和
問
 

題
啓
発
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
同
和
問
題
 

に
つ
い
て
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
 

て
い
た
だ
く
た
め
に
掲
載
し
て
い
ま
し
 

た
が
、
前
号
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
を
読
ん
 

で
、
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
に
感
想
な
り
 

意
見
を
頂
い
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

同
和
問
題
と
い
う
と
同
和
地
区
の
間
 

題
で
自
分
と
は
関
係
な
 

い
と
い
う
人
、
又
学
歴
 

も
な
い
、
お
金
も
な
い
 

家
柄
や
地
位
も
な
い
、
 

こ
ん
な
生
活
を
し
て
い
 

る
が
、
お
れ
は
部
落
じ
 

ゃ
な
い
ん
だ
」
 
と
、
差
 

別
を
利
用
し
て
自
分
の
 

誇
り
を
、
保
と
う
と
す
 

る
み
じ
め
な
生
き
方
に
 

気
づ
い
て
い
な
い
人
も
 

い
る
の
で
す
。
 

同
和
問
題
は
、
私
た
 

ち
の
気
ず
か
な
い
ま
ち
 

が
い
を
気
ず
か
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
同
 

和
問
題
の
学
習
を
通
じ
て
自
分
の
心
の
 

中
に
い
つ
と
は
な
く
芽
ば
え
て
い
る
差
 

別
心
を
無
く
し
た
い
も
の
で
す
。
 

何
は
な
く
て
も
、
人
間
と
し
て
の
清
 

ら
か
さ
、
あ
た
た
か
さ
、
や
さ
し
さ
・
・
・
 

を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
人
間
で
あ
り
 

た
い
も
の
で
す
。
 

子育連 
一
 

子
ど
も
会
は
、
了
ど
も
だ
け
で
完
成
 

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
 

大
人
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
育
成
者
」
の
協
 

力
と
理
解
が
必
要
な
の
で
す
。
 

一
一
十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、
 

た
く
ま
し
く
健
全
に
成
長
さ
せ
る
た
め
 

に
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
指
導
を
是
非
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
は
、
い
く
ら
偉
い
か
ら
 

と
い
っ
て
も
人
間
以
上
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
い
く
ら
お
金
や
地
位
や
家
柄
や
学
 

歴
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
も
人
間
以
下
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
人
間
 

と
し
て
の
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

同
じ
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、
同
じ
 

人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
同
胞
を
差
別
し
 

て
い
る
日
本
の
社
会
の
現
実
は
実
に
さ
 

み
し
い
も
の
で
す
。
 人

間
は
人
間
で
す
。
 

そ
れ
以
上
で
も
な
く
そ
 

れ
以
下
で
も
な
い
。
み
 

ん
な
の
心
は
同
じ
な
の
 

で
す
。
わ
が
子
、
わ
が
 

親
の
死
や
不
幸
に
涙
を
 

流
し
て
悲
し
み
嘆
く
同
 

じ
心
の
人
間
同
志
な
の
 

で
す
。
差
別
の
愚
か
さ
 

を
く
り
返
し
た
く
な
い
 

も
の
で
す
。
 

差
別
な
ど
し
た
く
な
 

い
、
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

こ
れ
か
ら
こ
の
欄
は
 

私
た
ち
の
生
活
を
明
る
く
楽
し
い
も
の
 

と
し
、
 

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
ば
れ
 

る
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
意
見
や
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

〇
今
月
の
解
放
講
座
は
 

五
月
ニ
十
七
日
（
水
曜
日
）
 

午
後
七
時
三
十
分
よ
り
 

場
所
は
同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
す
 

家内労働旬間121日～31日（労働省） 
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健
康
教
室
⑥
 

ー
糖
尿
病
に
つ
い
て
ー
 

赤池町立病院 

内科医長 

慶瀬憲治 

前
回
は
、
食
事
療
法
の
話
を
い
た
し
 

ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
食
事
療
法
と
 

と
も
に
糖
尿
病
治
療
の
基
本
と
な
る
運
 

動
療
法
と
薬
物
療
法
の
話
を
い
た
し
ま
 

し
ょ
・
フ
。
 

ー
運
動
療
法
に
つ
い
て
ー
 

糖
尿
病
こ
と
に
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
非
依
 

存
型
（
n
型
）
糖
尿
病
は
、
運
動
不
足
 

病
の
代
表
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
 

運
動
不
足
や
肥
満
が
糖
尿
病
の
原
因
と
 

し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
か
 

ら
で
す
。
 

①
運
動
療
法
と
そ
の
意
義
 

m
体
で
の
糖
の
利
用
が
活
発
に
な
り
 

血
糖
が
さ
が
る
 

②
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
節
約
に
な
る
 

⑧
食
事
療
法
に
運
動
療
法
を
併
用
す
 

る
こ
と
で
筋
肉
の
喪
失
を
少
な
く
し
、
 

体
の
脂
肪
を
減
ら
し
、
血
液
中
の
コ
レ
 

ス
テ
ロ
ー
ル
も
改
善
す
る
 

④
血
液
の
循
環
を
促
進
し
、
心
臓
や
 

肺
の
機
能
が
増
加
し
血
管
の
老
化
も
防
 

A
、
 ⑤

筋
力
や
体
力
が
強
く
な
る
 

⑥
頭
脳
に
活
力
を
与
え
る
 

⑦
ス
ト
レ
ス
の
解
消
と
な
る
 

⑧
規
則
正
し
い
生
活
が
習
慣
づ
け
ら
 

れ
る
 

②
運
動
療
法
の
実
際
 

実
際
に
ど
ん
な
運
動
を
ど
れ
く
ら
い
 

行
え
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と
は
一
 

人
ひ
と
り
み
な
体
格
、
体
力
、
糖
尿
病
 

の
状
態
が
違
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
ひ
と
 

そ
の
ひ
と
に
合
っ
た
運
動
を
し
な
く
て
 

は
い
け
ま
せ
ん
。
 

ぽ
ど
ん
な
運
動
を
す
れ
ば
よ
い
か
 

＠
母
日
規
則
正
し
く
、
 
一
人
で
い
つ
 

で
も
、
ど
こ
で
も
で
き
る
運
動
を
え
ら
 

び
ま
す
。
 

⑧
日
常
生
活
の
習
慣
の
一
部
と
し
て
 

で
き
る
運
動
を
え
ら
び
ま
す
。
 

⑥
全
身
の
筋
肉
を
使
う
運
動
を
選
び
 

ま
す
。
 

週
一
回
の
ゴ
ル
フ
や
テ
ニ
ス
は
リ
ク
 

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
運
動
療
法
に
は
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

②
運
動
の
種
類
 

運
動
は
大
き
く
分
け
る
と
三
種
類
あ
 

り
ま
す
。
 

⑧
動
的
運
動
、
散
歩
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
 

な
わ
跳
び
な
ど
の
全
身
を
使
い
持
久
力
 

を
つ
け
る
運
動
 

⑧
静
的
運
動
、
ブ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
筋
 

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
筋
力
を
つ
け
 

る
あ
ま
り
動
か
な
い
で
出
来
る
運
動
 

⑥
体
操
”
廿
運
動
の
前
後
に
す
る
準
備
 

体
操
、
整
理
体
操
 

⑧
運
動
の
方
法
 

⑧
軽
い
運
動
か
ら
ま
ず
始
め
、
無
理
 

を
し
な
い
 

l 

I 

（
運
動
に
要
す
る
熱
量
）
 

Kcal /60分 

女 

130 

154 

201 

283 

322 

394 

202 

197 

男 

162 

192 

252 

354 

402 

492 

252 

246 

ぶらぶら歩き SUm ノ分 
歩行運動 60-70m ノ分 

80 -90m ／分 
ジョギング lOOm ノ分 

hOrn ノ分 
駆け足 l20m ／分 

ラジオ体操 

自転車乗り 

⑧
準
備
体
操
を
ま
ず
五
分
間
 

⑥
朝
、
昼
、
タ
の
食
後
一
時
間
過
ぎ
 

に
一
分
間
 80 

m
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
 

15 

ー
 30 

分
歩
く
 

⑨
運
動
は
必
ず
 10 

分
以
上
続
け
る
 

⑥
運
動
が
あ
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
 

か
は
脈
拍
数
を
目
安
に
す
る
。
だ
い
た
 

い
毎
分
期
ー
即
前
後
が
目
安
で
す
。
 

⑧
一
日
の
運
動
に
よ
る
消
費
カ
ロ
リ
 

ー
を
鼠
ー
励
カ
ロ
リ
ー
と
す
る
o
 

⑥
運
動
後
、
ふ
だ
ん
の
脈
拍
に
戻
る
 

ま
で
整
理
体
操
を
5
1
 10 

分
間
。
 

④
運
動
療
法
の
注
意
 

⑧
経
口
剤
、
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
者
は
 

必
ず
食
後
に
行
う
（
低
血
糖
防
止
）
 

⑧
合
併
症
、
心
臓
病
、
高
血
圧
の
あ
 

る
人
は
医
師
と
相
談
し
て
か
ら
。
 

【
次
号
に
つ
づ
く
】
 

財政の危機です 
一国民健康保険― 

赤池町の国民健康保険は財政危機で魂 

毎年増え続ける医療費にこれを賄う保険 

税が追いつきません。保険税が高くなる 

か安くなるかは医療費の多い少ないによ 

って決まります。保険税を少なくするた 

めにも、毎日の生活に気を配って病気を 

しない健康な体を作りましょう。 

A
n
八
Z
へ
で
本
》
報
」
ル
六
4
ん
本
芯
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、
国
民
年
 

金
の
手
続
き
は
お
す
み
で
す
か
。
新
し
 

い
国
民
年
金
は
、
 
20 

歳
か
ら
 59 

歳
ま
で
 

の
誰
も
が
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
加
 

入
者
全
員
に
国
民
年
金
か
ら
基
礎
年
金
 

が
受
け
ら
れ
る
し
く
み
で
す
。
 

ご
主
人
が
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
 

加
入
者
で
、
そ
の
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
 

て
い
る
奥
さ
ん
は
、
国
民
年
金
の
第
3
 

号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
 

し
ま
す
。
第
3
号
被
保
険
者
と
な
る
に
 

は
、
ご
主
人
の
年
金
手
帳
、
健
康
保
険
 

証
を
市
区
町
村
に
提
示
し
て
、
ご
主
人
 

よ
り
扶
養
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
 

受
け
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

第
3
号
被
保
険
者
の
手
続
き
を
し
ま
 

す
と
、
健
康
保
険
と
同
じ
よ
う
に
、
ご
 

主
人
の
年
金
制
度
か
ら
ま
と
め
て
保
険
 

料
を
負
担
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
 

保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
 

手遅れで泣くより 

笑顔でガン検診 

乳、子宮ガンから身を守る確 

実な手段は無症状で健康なとき 

に、年一回の定期検診を受ける 

ことです。 

婦人ガンで死亡するのは自殺 

に等しいと言われています。い 

ずれの検診も痛みもなく簡単に 

できるし、もし見つかっても、 

ほとんどが初期のために、直っ 

ていくからです。 

子宮ガンの発見率をみますと 

初めて受けた方の0.26ノぐーセン 

トに、くり返し受けている人の 

0.07"fーセントに子宮ガンが発 

見されています。このことでも 

おわかりのようにまだ一度も受 

けた事のない人、無症状の人ほ 

ど検診は受けるべきです。忙し 

い、恐い、恥ずかしいなどの理 

由で検診も消極的になりがちで 

すが、もし自分が婦人ガンであ 

った場合を考えれば家族の悲し 

みや苦しみは、計りしれません。 

検診を受けた事のないあなた 

自分の為、ご家族の為に、今回 

挑戦してみては？ 

日本人における乳がん年齢分布 
5060 

3329 

2415 

(1963 - 

1975210

\I34291s 

.102 ,3 

「
 
m
 

畑
 

如
 

0
 

。
 

0
 

0
 

!

‘

 

ー
 

0 

年鵬一I9巌 20遣代 30蔵代 40蔵代 50蔵代 60歳に 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
池
田
伸
」
（
赤
池
団
地
2

) 

〇
久
原
重
海
（
石
松
）
〇
池
田
博
子
（
稲
 

荷
町
）
以
上
4
月
 15 

日
現
在
3
件
で
総
 

額
九
万
円
で
す
。
 

【
寄
付
】
日
野
喜
美
男
“
廿
五
十
万
円
〇
高
 

盛
千
景
”
甘
二
万
円
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
口
一
万
円
）
正
栄
 

自
動
車
”
廿
5

口
〇
太
田
博
文
1
1

口
〇
 

亀
谷
松
次
”
廿
1

口
 老

人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
小
松
鮮
魚
店
（
上
野
）
地
玉
子
 50 

個
 

〇
木
月
睦
夫
（
赤
池
）
金
一
封
〇
世
良
 

保
（
鋤
木
田
）
つ
く
し
弱
ぬ
玉
子
 20 

個
 

〇
の
り
た
け
食
品
工
業
（
赤
池
）
ス
ダ
 

コ
 25
 

雨
〇
や
す
ら
ぎ
苑
（
鞍
手
町
）
焼
 

酎
2
本
〇
白
龍
園
（
庄
内
町
）
清
酒
5
 

本
〇
居
原
商
店
（
赤
池
）
清
酒
2
本
〇
 

町
立
病
院
（
赤
池
）
ビ
ー
ル
 20
 

本
〇
長
 

野
忠
男
（
市
場
）
ビ
ー
ル
 20 

本
〇
天
国
 

社
（
赤
池
）
缶
入
ビ
ー
ル
 24 

本
、
瓶
入
 

り
ジ
ュ
ー
ス
 48 

本
〇
吉
田
郊
惣
（
上
野
）
 

池
）
金
一
封
〇
藤
村
澄
子
（
上
野
）
金
 

よ
な
く
好
き
で
あ
る
。
正
面
に
青
い
福
 

金
一
封
〇
木
月
睦
夫
（
赤
池
）
ビ
ー
ル
 

ー
封
〇
大
久
保
昭
子
（
上
野
）
金
一
封
 

智
山
脈
と
、
そ
れ
に
続
く
香
春
岳
を
眺
 

20 

本
、
清
酒
2
本
〇
小
松
篤
生
（
上
野
）
 

〇
第
一
長
寿
園
（
糸
田
町
）
金
一
封
〇
 

め
、
遠
く
南
に
は
英
彦
山
嶺
の
連
山
を
 

金
一
封
〇
長
野
賢
二
（
上
野
）
缶
ジ
ュ
 

第
二
長
寿
園
（
金
田
町
）
金
一
封
〇
藤
 

望
む
。
上
流
の
眼
下
に
は
二
つ
の
川
が
 

ー
ス
 
30 

本
〇
寿
楽
園
（
田
川
市
）
金
一
 

村
商
店
（
上
野
）
缶
詰
 24 

個
〇
大
場
文
 

封
〇
日
野
喜
美
男
（
赤
池
）
金
一
封
〇
 

具
店
（
赤
池
）
ジ
ュ
ー
ス
 24
 

本
〇
佐
藤
 

慶
寿
園
（
上
野
）
金
一
封
〇
十
時
芳
子
 

一
成
（
若
松
区
）
清
酒
2
本
 

（
上
野
）
金
一
封
〇
浦
田
サ
ツ
キ
（
赤
 

／ 葉集f算 × 
5 月福祉センターの行事 

× 

【休館日】 
毎週月曜日、祝祭日 7日、17日、27日 

第3日曜日（家庭の日） 午前10時～午後3時 

【福祉バス運行日】 【健康相談日】 

休館日を除く毎日 第1水曜日（5月6日） 

【演 芸】 【仏教講演会】 

入館者へ自由に舞台 

を提供します 
※ゲートボール場（ナイター可） 

午前11時から 
羊，自由にご利用下さい 
ーー一 ー’''’ ー ノ 

圃
俳
旬
雑
考
⑩
 

囲
 

三
木
 

春
翁
 

私
は
時
々
「
あ
な
た
は
よ
く
散
歩
し
 

て
い
ま
す
ね
」
 
と
思
い
が
け
な
い
人
か
 

ら
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
散
 

歩
の
範
囲
は
若
八
幡
神
社
境
内
、
白
雲
 

廟
、
硬
山
の
麓
ま
で
な
ど
。
然
し
主
な
 

散
歩
は
数
年
前
書
い
た
「
私
の
好
き
な
 

散
歩
道
」
（
N
H
K

ラ
ジ
ォ
悪
募
、
放
送
）
 

の
赤
池
橋
を
渡
っ
て
畦
道
を
弁
城
川
へ
 

抜
け
藤
の
寺
へ
行
く
コ
ー
ス
で
あ
る
。
 

（
最
近
は
老
令
の
た
め
藤
寺
ま
で
行
く
 

こ
と
は
滅
多
に
な
く
、
途
中
の
橋
ま
で
 

に
て
折
り
返
す
）
 

私
は
赤
池
町
か
ら
眺
め
る
景
色
が
こ
 

合
流
し
て
彦
山
川
と
な
り
、
腕
艇
と
流
 

れ
て
遠
賀
川
に
合
流
す
る
。
 

毎
日
の
よ
う
に
眺
め
て
い
て
も
自
然
 

の
山
野
に
は
四
季
の
変
化
が
あ
り
、
日
 

日
変
る
天
気
の
変
化
で
見
る
景
色
の
さ
 

ま
も
変
る
。
ま
た
、
喜
怒
哀
楽
の
そ
の
 

日
の
心
理
作
用
で
見
る
対
象
の
色
彩
も
 

変
化
す
る
。
 

げ
ん
げ
咲
き
、
雲
雀
鳴
く
赤
池
橋
を
 

中
心
に
、
散
歩
で
得
た
古
い
句
も
併
せ
 

て
発
表
し
ま
す
。
 

〇
土
筆
摘
む
土
あ
た
た
か
く
手
に
触
る
 

〇
雨
と
な
る
空
を
映
し
て
苗
代
田
 

〇
日
も
す
が
ら
耕
す
人
に
黄
沙
降
る
 

〇
こ
ぼ
れ
菜
の
小
さ
き
は
小
さ
き
ま
、
に
花
 

〇
一
羽
落
ち
一
羽
揚
が
れ
り
タ
雲
雀
 

〇
穴
を
出
し
蛇
に
二
度
逢
い
散
歩
道
 

〇
田
を
鋤
い
て
八
十
八
夜
の
昏
れ
に
け
り
 

〇
大
橋
の
名
残
の
月
に
そ
y

ろ
歩
す
 

〇
白
と
い
ふ
色
の
寂
し
く
返
り
花
 

赤池町一人当り（年度別） 

保険税と医療費（円 

年度 

保険税 

」医療費 

153,801 

175,497 

180,852 

28,618 

34,620 

36,650 

201,375 36,680 

241,851 38,671 

56 

57 

58 

59 

60 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
で
も
、
自
 

営
業
な
ど
に
よ
り
収
入
の
あ
る
方
は
、
 

第
1

号
被
保
険
者
の
加
入
手
続
き
と
と
 

も
に
保
険
料
を
毎
月
納
め
る
こ
と
が
、
 

基
礎
年
金
を
受
け
る
条
件
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

⑨
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
国
民
年
 

金
加
入
区
分
 

〇
専
業
主
婦
‘
第
3
号
被
保
険
者
 

〇
自
営
の
妻
‘
第
1
号
被
保
険
者
 

〇
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者
 

‘
第
2
号
被
保
険
者
 

22日～26日（労働省） 技能五輪全国大会 

〇
枯
野
来
て
人
な
つ
か
し
む
心
ふ
と
 

〇
冬
の
水
影
置
く
も
の
、
み
な
枯
れ
て
 

〇
硬
山
の
昏
れ
て
燃
え
た
つ
畦
火
か
な
 

〇
初
蝶
に
野
の
花
い
ま
だ
整
は
ず
 

〇
硬
山
の
冬
風
寒
く
田
芹
摘
む
 

〇
囲
を
張
り
て
蜘
蝶
の
孤
独
の
始
ま
り
ぬ
 

〇
毛
虫
這
ふ
神
の
恵
み
ん
生
れ
来
て
 

〇
山
川
の
土
手
あ
る
限
り
曇
珠
沙
華
 

〇
硬
山
に
欲
の
巨
寓
の
威
し
銃
 

〇
鉱
害
の
復
旧
終
へ
し
田
を
植
う
る
 

〇
警
戒
の
出
水
も
な
く
て
梅
雨
一
夜
 

〇
今
宵
ま
た
熱
帯
夜
ら
し
雲
灼
け
て
 

〇
源
流
は
遠
き
英
彦
嶺
や
雛
流
す
 

〇
冠
水
の
田
も
難
り
案
山
子
立
つ
 

〇
老
に
冷
ゆ
月
見
の
橋
を
返
し
け
り
 

〇
野
に
ひ
と
り
出
で
て
拝
み
ぬ
初
日
の
出
 

フ
 

t

いフ 

t

一
一
ふ
引
ノ
 

一
一
、
ゆ
4
 

一
一
、
才
 
十
い
「
石
ロ
』
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

〇
円
高
に
合
理
化
失
業
春
の
危
機
 

〇
暖
冬
の
梅
の
見
ご
ろ
は
早
や
過
ぎ
し
 

〇
華
や
か
や
庭
の
桃
の
木
雷
し
て
 

〇
燭
の
灯
に
映
へ
て
か
が
や
く
内
裏
雛
 

〇
異
状
寒
波
積
雪
二
夜
四
十
セ
ン
チ
 

〇
雛
段
の
前
先
ず
点
茶
載
け
り
 

〇
春
寒
し
続
き
座
布
団
長
ソ
フ
ァ
ー
 

〇
春
め
く
も
厚
着
の
肌
着
ま
だ
用
心
 

〇
突
夜
半
峡
に
と
ど
ろ
く
春
の
雷
 

〇
八
十
に
入
る
彼
岸
法
要
生
を
謝
す
 

〇
売
上
税
自
民
震
え
る
春
疾
風
 

〇
お
中
日
餌
こ
お
は
ぎ
い
な
り
寿
司
 

〇
春
コ
ー
ト
奉
仕
の
補
修
再
生
な
る
 

〇
統
一
地
方
選
世
記
の
決
断
春
の
陣
 

全国植樹祭 24日（林野庁） 



(10) 

『ふれあし広場開設 
5月8日 町民会館 

犯罪や交通事故のない明るい町づくりを目 

指して、 5 月8日団午後1時から、町民会館 

前広場にて「町民と警察とのふれあい広場」 

が開催されます。 

これは赤池町と田川警察署が協力して行う 

もので、 「親子交通安全教室」「防犯診断コー 

ナー」「パトカー展示」「ヘリコプター 

飛来」など、盛 

りだくさんのイ 

ノぐントを考えて 

います。 

1 人でも多く 

の皆さんに知っ 

ていただきたい 

事ばかりです。 

参加まってま～ 

す．ク 

も
つ
と
大
き
く
 

福
祉
の
 

四
月
二
日
困
中
央
研
修
所
で
 
「
第
六
 

く
福
祉
の
輪
を
広
げ
て
行
き
た
い
も
の
 

回
福
祉
体
験
学
校
」
が
赤
池
町
社
会
福
 

で
す
。
 

祉
協
議
会
の
主
催
で
、
中
学
生
、
高
校
 

生
、
そ
れ
に
主
婦
の
み
な
さ
ん
の
参
加
 

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

午
前
中
、
福
祉
に
つ
い
て
の
映
画
や
 

障
害
者
の
方
か
ら
の
体
験
談
を
聞
き
、
 

福
祉
に
つ
い
て
の
疑
問
や
意
見
の
交
換
 

を
し
ま
し
た
。
昼
か
ら
は
プ
リ
ン
石
け
 

ん
の
作
成
（
手
づ
く
り
）
又
、
車
い
す
 

に
乗
っ
た
り
、
目
か
く
し
を
し
て
歩
道
 

や
階
段
を
歩
き
障
害
者
の
立
場
に
立
っ
 

て
苦
労
を
全
員
で
体
験
す
る
キ
ャ
ッ
プ
 

ハ
ン
デ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
体
験
学
校
で
多
く
の
皆
さ
ん
が
 

福
祉
の
心
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
大
き
 

【
占
占
占
古
え
古
古
古
古
え
古
占
占
A
古
占
A
占
占
古
古
・
v
v
”
古
古
占
古
古
占
・
マ
【
占
古
古
占
占
古
・
x
占
占
古
古
占
古
・
苦
×
古
古
古
か
【
古
古
古
・
×
・
ソ
×
古
古
占
・
マ
v
マ
×
占
古
古
占
占
占
占
・
v
【
古
古
・
v
v
ソ
【
占
‘
マ
×
費
 

一一一 

将
棋
同
好
会
 

二
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
将
 

棋
同
好
会
」
。
ま
だ
ま
だ
大
勢
の
方
の
 

参
加
を
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

日
時
”
と
母
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
午
後
 

七
時
か
ら
 

資
格
”
廿
十
八
歳
以
上
（
高
校
生
は
除
き
 

ま
す
）
 

問
い
合
せ
”
廿
町
民
会
館
合
⑩
4
1
0
0
 

⑨
⑤
⑩
の
0
⑩
 

ろJ
＋
力
・
目
火
火
・
ム
央
今
ク
 

ニ
．
E

，
木
ー
「
一
「
「
ロ
‘
・
本
」
三
a
 

◆
麻
し
ん
 

五
月
十
三
日
困
 
町
立
病
院
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
（
生
後
器
胡
月
）
 

◆
日
本
脳
炎
 

五
月
十
五
日
団
 
老
人
ホ
ー
ム
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 
14
 

時
 30
 

分
（
上
野
m
語
せ
 

◆
乳
児
保
育
相
談
 

五
月
十
八
日
囲
 
町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11 

時
 30 

分
（
生
後
戸
絹
月
）
 

◆
三
種
混
合
 

五
月
二
十
二
日
団
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
（
生
雌
町
静
）
 

◆
子
宮
力
ン
・
乳
ガ
ン
検
診
 

五
月
二
十
五
日
側
 
中
央
研
修
所
 

9
時
 30
 

八
で
 
10
 

時
 30
 

分（ 
3
0
 

歯
解
ど
 

◆
生
ワ
ク
チ
ン
 

五
月
二
十
七
日
困
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 
14
 

時
 30
 

分
（
生
後
篇
紗
）
 

◆
献
血
 

五
月
二
十
八
日
困
 

10 

時
ー
 13 

時
（
赤
池
商
事
前
）
 

14 

時
ー
 16 

時
（
赤
池
町
役
場
横
旧
第
 

二
公
民
館
前
）
 

◆
三
歳
児
健
診
 

五
月
二
十
九
日
団
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
（
満
三
歳
児
）
 

圏
戦
傷
病
者
補
装
具
支
給
・
修
理
相
談
 

〇
対
象
者
ー
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
 

受
け
、
公
務
上
の
傷
病
に
よ
り
障
害
の
 

状
態
が
三
款
症
以
上
で
、
補
装
具
の
装
 

着
を
必
要
と
す
る
人
 

〇
場
所
ー
田
川
市
武
道
館
（
5
月
 15 

日） 

▽
川
崎
町
民
会
館
（
5
月
 22 

日
）
▽
直
方
 

市
中
央
公
民
館
（
6
月
 26 

日
）
時
間
は
い
 

ず
れ
も
 10 

時
ー
 15 

時
ま
で
 

※
当
日
は
戦
傷
病
者
手
帳
と
印
鑑
を
 

持
参
し
て
下
さ
い
。
 

圏
身
体
障
害
者
（
児
）
巡
回
相
談
 

五
月
二
十
六
日
 

糸
田
町
民
体
育
館
 10 

時
ー
 15
 

時
 

※
精
密
検
査
を
要
す
る
内
部
障
害
者
 

の
方
は
、
当
日
の
診
察
は
で
き
ま
せ
ん
 

の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。
 

国
 

⑤
 

あ
な
た
の
趣
味
は
？
・
と
聞
か
れ
る
と
 

内
心
ギ
ク
リ
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
と
 

い
う
の
も
、
私
は
釣
り
は
し
な
い
、
ス
 

ポ
ー
ツ
は
ま
る
で
駄
目
、
ま
し
て
は
い
 

ろ
ん
な
物
を
集
め
る
と
い
う
作
業
は
、
 

ず
ぼ
ら
を
絵
に
書
い
た
よ
う
な
私
に
は
 

と
て
も
ノ
く
。
し
か
し
最
初
の
質
問
を
 

さ
れ
る
と
格
好
よ
く
『
読
書
』
と
答
え
 

て
い
ま
す
。
本
を
読
む
に
は
読
む
の
で
 

す
が
、
私
の
読
書
は
ミ
ス
テ
リ
ー
（
推
 

理
小
説
）
が
主
、
江
戸
川
乱
歩
ー
赤
川
 

次
郎
ま
で
と
作
家
の
好
み
は
全
く
な
く
 

と
に
も
か
く
に
も
謎
と
ト
リ
ッ
ク
。
本
 

の
帯
に
書
い
て
あ
る
「
最
後
に
意
外
な
 

ド
ン
デ
ン
返
し
」
 
と
い
う
能
書
を
見
る
 

と
矢
も
盾
も
た
ま
ら
ず
欲
し
く
な
り
、
 

読
み
終
え
る
ま
で
本
を
離
さ
な
い
、
で
 

も
い
ま
ま
で
 
「
以
外
な
結
末
」
に
出
逢
 

え
た
の
は
ほ
ん
の
一
握
り
、
そ
ん
な
結
 

果
が
分
っ
て
い
て
も
ミ
ス
テ
リ
ー
は
面
 

白
い
。
こ
ん
な
私
で
す
が
今
ま
で
読
ん
 

だ
本
の
中
で
（
数
少
な
い
）
こ
れ
だ
け
 

は
ノ
と
思
え
る
本
が
一
冊
あ
り
ま
す
。
 

五
味
川
純
平
著
『
人
間
の
条
件
』
が
 

そ
れ
で
す
。
私
が
こ
ん
な
拙
文
で
本
の
 

感
想
を
書
く
よ
り
読
ま
れ
て
い
な
い
方
 

は
是
非
一
度
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。
ミ
 

ス
テ
リ
ー
の
能
書
で
は
な
く
満
足
を
得
 

ら
れ
る
こ
と
請
け
合
い
ま
す
。
 

日本婦人問題会議 -27日（労働省） 


